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寛�
政
九
年
の
中
井
竹
山

―
―
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
中
井
竹
山
書
簡　

尾
藤
二
洲
宛
」
解
題
・
翻
刻
・
影
印
―
―

神　

田　

裕　

子

Ⅰ　

��

書
簡
の
執
筆
年
月
日
、
中
井
竹
山
と
尾
藤

二
洲
の
交
流
に
つ
い
て

　

享
保
九
年
に
大
坂
町
人
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
学
問
所
で
あ
る

懐
徳
堂
、
お
よ
び
そ
の
第
四
代
学
主
で
あ
る
中
井
竹
山
に
関
す
る

研
究
は
、
二
〇
〇
九
年
に
発
足
し
た
大
阪
大
学
懐
徳
堂
研
究
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
、
発
展
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
懐
徳
堂
研
究
の

歴
史
は
湯
浅
邦
弘
氏
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る（

１
）。

本
稿
に
お
け

る
考
察
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
研
究
セ
ン
タ
ー
の
成
果
に
依
拠
す

る
部
分
が
多
く
、
筆
者
は
そ
の
多
大
な
恩
恵
を
受
け
る
一
人
で
あ

る
が
、
未
だ
先
行
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
中
井

竹
山
書
簡
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）
を
微
力
な
が
ら
考
察
し
、

末
尾
に
解
題
な
ら
び
に
翻
刻
・
影
印
を
付
加
し
て
こ
こ
に
紹
介
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
書
簡
執
筆
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
「
十
二
月
二

日
」
と
日
付
が
あ
る
の
み
だ
が
、
三
つ
の
手
が
か
り
に
よ
っ
て
寛

政
九
年
十
二
月
二
日
の
執
筆
と
推
定
で
き
る
。
一
点
目
の
手
が
か

り
は
、
書
簡
本
文
中
の
、

一　

学
堂
新
営
も
公
恩
并
に
諸
友
之
助
を
以
追
々
取
立
、
去

年
夏
中
大
成
之
段
ハ
先
達
而
も
申
上
候
事
に
て
…
…

と
い
う
一
文
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
お
い
て
判
明
し
て
い
る
通

り（
２
）、

懐
徳
堂
は
寛
政
四
年
五
月
の
大
火
に
よ
っ
て
全
焼
し
、
再
建

さ
れ
た
の
は
、
寛
政
八
年
七
月
で
あ
る
。
そ
れ
を
書
簡
中
で
「
去

年
夏
中
」
と
言
い
表
し
て
お
り
、
書
簡
が
書
か
れ
た
の
は
翌
年
九

年
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
二
点
目
の
手
が
か
り
は
、

一　

拙
夫
義
、
馬
齢
追
々
増
積
格
別
之
老
衰
も
覚
不
申
候
得
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共
、
御
案
内
通
、
軟
脚
表
務
義
難
渋
、
今
年
官
命
被
仰
付
候
、

御
城
入
之
義
な
と
甚
困
窮
仕
候
故
、
当
秋
退
隠
之
義
申
立
、

長
男
へ
家
督
相
続
為
仕
、
官
辺
之
伺
も
首当

十
月
中
旬

尾
能
相
済
、
御
城

入
御
差
免
し
之
事
に
て
相
済
候
…

と
あ
る
箇
所
で
、
竹
山
が
長
男
蕉
園
に
家
督
を
譲
っ
た
の
は
寛
政

九
年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
箇
所
の
文
面
か
ら
、
本
書

簡
は
寛
政
九
年
に
書
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

　

ま
た
も
う
一
つ
、
書
簡
の
執
筆
年
月
日
の
参
考
に
な
る
事
項
と

し
て
は
、

古
賀
君
東
帰
以
後
、
音
便
寥
々
。
是
よ
り
無
音
に
打
過
申
候

…
…

と
あ
り
、
古
賀
精
里
が
昌
平
黌
の
儒
員
と
な
っ
た
の
は
寛
政
八
年（

３
）

で
あ
る
た
め
、
書
簡
は
そ
れ
以
後
の
執
筆
と
な
り
、
寛
政
九
年
の

執
筆
と
す
る
推
定
と
合
致
す
る
。

　

以
上
三
つ
の
手
が
か
り
か
ら
、
書
簡
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

十
二
月
二
日
に
中
井
竹
山
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え

る
。
こ
の
と
き
中
井
竹
山
は
六
十
七
歳
、
尾
藤
二
洲
は
五
十
歳
で

あ
る
。

　

竹
山
と
尾
藤
二
洲
の
交
流
は
、
二
洲
が
大
坂
に
出
て
、
片
山
北

海
の
混
沌
社
に
学
ん
だ
明
和
七
年
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る（
４
）。

在
坂
中
二
洲
は
、
伊
予
屋
良
佐
の
名
で
家
塾
を
開
い
て
い
た

が
、
詩
や
儒
学
に
関
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
史
学
、
日
本
史
に

関
し
て
も
竹
山
と
交
渉
を
も
っ
た
と
い
う（

５
）。

二
洲
は
天
明
七
年
に

昌
平
黌
の
儒
員
と
な
り
、
寛
政
三
年
に
掌
教
と
な
り
、
以
後
、
生

涯
を
江
戸
で
過
ご
し
た
。
書
簡
は
、
竹
山
が
江
戸
在
住
の
尾
藤
二

洲
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ　

朱
公
の
大
筆
「
読
聖
賢
書
」
に
つ
い
て

　

重
建
懐
徳
堂
旧
蔵
「
朱
文
公
大
書
拓
本
」（
四
幅
）
な
ら
び
に

そ
の
刻
版
は
、
現
在
、
大
阪
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
朱
文
公
大
書
に
関
す
る
記
述
が
、
書
簡
中
に
み
ら
れ
る
。

一　

朱
子
之
大
筆
、「
読
聖
賢
書
を
」
よ
り
四
行
十
六
字
之

墨
本
、
御
覧
被
成
候
事
有
之
哉
。
往
年
如
何
様
四
五
十
年
も

以
前
、
ち
よ
と
一
瞥
之
事
、
覚
居
申
候
。
当
年
堀
田
豊
前
侯

よ
り
右
之
双
鉤
を
伝
得
申
候
。
筆
法
乍
例
別
而
傑
出
之
義
、

珍
賞
不
少
。
依
之
、
学
校
蔵
板
に
致
候
而
、
先
比
出
来
立
申

候
故
、
早
々
講
堂
に
掲
示
仕
り
、
大
に
光
輝
を
生
し
申
候
。

　
「「
読
聖
賢
書
を
」
よ
り
四
行
十
六
字
之
墨
本
」
に
該
当
す
る
の
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必
要
な
双
鉤
を
得
る
に
あ
た
り
、
堀
田
豊
前
守
正
穀
が
関
与
し
た

こ
と
が
、
書
簡
の
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

書
簡
中
の
「
堀
田
豊
前
侯
」
は
、
堀
田
豊
前
守
正ま

さ

穀ざ
ね

で
、
堀
田

正ま
さ

邦く
に

の
嫡
子
で
あ
る
。
父
の
堀
田
正
邦
は
近
江
宮
川
藩
の
四
代
藩

主
で
、
明
和
五
年
か
ら
大
阪
在
番
を
つ
と
め
た
。
正
邦
は
、
大
坂

赴
任
以
前
か
ら
竹
山
を
尊
敬
し
教
え
を
受
け
、
竹
山
を
大
坂
城
代

の
松
平
乗
祐
に
紹
介
し
た
り
、
寛
政
四
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
懐

徳
堂
の
復
興
に
も
協
力
す
る
な
ど
の
功
績
の
あ
る
人
物
で
あ
る（

８
）。

　

そ
の
嫡
子
正
穀
は
、
天
明
六
年
八
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
毎
月

三
回
、
大
阪
城
内
で
『
周
易
本
義
』
を
講
じ
る
よ
う
、
竹
山
に
要

請
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
松
平
定
信
『
宇
下
人
言
』
の
天
明

二
年
の
条
と
天
明
五
年
の
条
に
堀
田
正
穀
の
名
前
が
見
え
、
正
穀

が
定
信
の
政
治
の
ブ
レ
ー
ン
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
、

そ
し
て
天
明
八
年
六
月
の
竹
山
と
松
平
定
信
の
会
見
実
現
に
も
貢

献
し
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
て
い
る（

９
）。

　

書
簡
の
記
述
か
ら
、
竹
山
が
正
穀
の
尽
力
に
よ
っ
て
徳
川
将
軍

家
所
蔵
品
の
朱
子
の
四
行
書
の
双
鉤
を
得
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
推
測
も
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
朱
子
の
大
筆
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
看
過
で
き
な
い
記

述
が
書
簡
中
に
存
す
る
。

は
、重
建
懐
徳
堂
旧
蔵
大
阪
大
学
蔵「
朱
文
公
大
書
拓
本
」（
四
幅
）

な
ら
び
に
そ
の
刻
版
と
判
断
し
て
良
か
ろ
う（

６
）。

　

こ
の
拓
本
の
底
本
と
な
っ
た
朱
子
の
四
行
書
は
、
徳
川
将
軍
家

の
所
蔵
品
で
、
中
井
竹
山
が
こ
れ
を
借
用
し
、
大
坂
の
篆
刻
家
で

竹
山
の
門
人
で
も
あ
っ
た
前
川
虚
舟
が
二
枚
四
面
の
刻
板
に
摸
刻

し
た
こ
と
な
ど
は
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る（

７
）。

こ
の
拓
本
の
作
成
に
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是
は
定
而
聖
堂
御
蔵
本
も
可
有
之
奉
存
候
。
御
覧
被
成
候
事

御
座
候
哉
。
承
度
候
。
万
一
御
所
蔵
無
之
候
ハ
ヽ
、
一
本
献

上
仕
度
候
。
御
序
祭
酒
公
へ
御
噂
可
被
下
候
。
も
し
老
兄
御

望
に
も
思
召
義
に
て
も
候
ハ
ヽ
、
是
又
呈
可
申
候
。

　

竹
山
は
「
こ
の
朱
子
の
大
筆
は
き
っ
と
湯
島
聖
堂
に
も
お
あ
り

で
し
ょ
う
。
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ど
う
か
、
承
り

た
い
で
す
。
も
し
万
一
ご
所
蔵
で
な
い
な
ら
ば
、
一
本
献
上
致
し

た
い
で
す
。
祭
酒
公
の
お
耳
に
入
れ
て
下
さ
い
。
も
し
あ
な
た
も

お
望
み
と
お
思
い
な
ら
ば
、
こ
れ
も
ま
た
差
し
上
げ
ま
す
」
と
二

洲
に
申
し
出
て
い
る
。

　

寛
政
九
年
の
「
祭
酒
公
」
は
林
述じ

ゅ
っ

斎さ
い

（
当
時
二
十
九
歳
）
で

あ
る
。
述
斎
は
美
濃
岩
村
藩
主
松
平
乗の

り

薀も
り

の
男
で
、
寛
政
五
年
に

幕
府
の
命
に
よ
り
林
家（
林
錦き

ん

峰ぽ
う

）の
養
嗣
子
と
な
り
、諸
太
夫
・

大
学
頭
（
昌
平
坂
聖
堂
祭
酒
職
）
と
な
る）

1（
（

。「
老
兄
」
は
、
寛
政

三
年
に
幕
府
に
登
用
さ
れ
、
昌
平
坂
学
問
所
儒
者
と
な
っ
て
い
た

当
時
五
十
歳
の
二
洲
の
こ
と
を
指
す
。

　

先
行
研
究
で
は
、「
朱
文
公
大
書
拓
本
」（
四
幅
）
な
ら
び
に
そ

の
刻
版
に
つ
い
て
、

懐
徳
堂
は
、
官
許
学
問
所
と
し
て
、
幕
府
の
認
め
た
官
学
で

あ
る
朱
子
学
を
奉
じ
、
荻
生
徂
徠
以
降
に
盛
ん
と
な
っ
た
朱

子
批
判
に
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
竹
山
が
将
軍
家

よ
り
こ
の
四
行
書
を
借
り
受
け
て
摸
刻
さ
せ
た
こ
と
は
、
朱

子
学
を
奉
じ
る
懐
徳
堂
の
立
場
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
行
為
で

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
書
簡
の
記
述
を
考
え
て
み
る

と
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
竹
山
の
も
う
一
つ
の

意
図
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

三
宅
石
庵
の
私
塾
に
端
を
発
す
る
懐
徳
堂
が
官
許
を
得
る
こ
と

は
、
竹
山
の
父
、
懐
徳
堂
第
二
代
学
主
中
井
甃
庵
以
来
の
願
望
で
、

竹
山
も
そ
の
実
現
に
む
け
て
心
血
を
注
い
だ
の
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。

　

寛
政
四
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
懐
徳
堂
の
再
建
の
た
め
に
竹
山

が
奔
走
す
る
様
子
は
先
行
研
究
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
公

儀
を
頼
り
に
し
て
懐
徳
堂
を
再
建
し
、
官
学
化
も
は
か
る
こ
と
を

竹
山
は
望
ん
だ
が
、
結
局
幕
府
か
ら
の
手
当
金
は
三
百
両
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
不
足
金
に
つ
い
て
は
同
士
や
門
下
生
の
義
金

に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
書
簡
中
の
記
述
に
も
、

一　

学
堂
新
営
も
公
恩
并
に
諸
友
之
助
を
以
追
々
取
立
去
年

夏
中
大
成
之
段
ハ
先
達
而
も
申
上
候
事
に
て
…
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と
あ
り
、
書
簡
が
執
筆
さ
れ
た
寛
政
九
年
十
二
月
の
段
階
に
お
い

て
は
、
懐
徳
堂
再
建
が
当
面
の
課
題
で
、
官
学
化
へ
の
希
望
は
薄

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
寛
政
九
年
は
江
戸
の

林
述
斎
に
三
千
石
の
禄
が
与
え
ら
れ
、
昌
平
黌
が
正
式
に
幕
府
直

轄
の
学
問
所
「
昌
平
坂
学
問
所
」
と
な
り
、
勘
定
奉
行
の
管
理
下

に
置
か
れ
た
年
で
あ
り）

12
（

、
こ
う
し
た
動
き
は
竹
山
の
耳
に
も
入
っ

て
い
た
筈
で
あ
る
。
公
儀
の
全
額
負
担
に
よ
る
懐
徳
堂
再
建
は
実

現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
、
懐
徳
堂
が
江
戸
の
昌
平
坂
学

問
所
と
対
等
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
望
を
払
拭
し
き
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
思
い
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
朱
子

の
大
筆
を
湯
島
聖
堂
に
献
上
し
た
い
、
林
述
斎
に
も
そ
の
こ
と
を

伝
え
て
欲
し
い
、
昌
平
坂
学
問
所
儒
者
の
あ
な
た
（
二
洲
）
に
も

差
し
上
げ
た
い
と
申
し
出
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。

Ⅲ　

隠
居
名
「
渫
翁
・
雪
翁
」
に
つ
い
て

　

竹
山
の
別
号
「
渫
翁
・
雪
翁
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
そ
の
由
来

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
周
易
』
井
卦
九
三
の
辞
に
依
拠
し
て
「
渫

翁
」
と
し
、
暑
さ
を
嫌
い
寒
さ
を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
「
渫
」
の
字

を
、
寒
冷
を
連
想
さ
せ
る
「
雪
」
へ
と
転
じ
て
「
雪
翁
」
と
称
し

た）
13
（

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

九
三
。
井
渫
不
食
。
為
我
心
惻
。
可
用
汲
。
王
明
並
受
其
福）

1（
（

と
合
致
し
て
い
る
。こ
の
指
摘
に
特
段
補
足
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

書
簡
中
で
も
、

名
元
も
井
卦
九
三
之
辞
に
よ
り
相
改
申
候
。
又
、
俗
通
之
為

に
折
々
「
雪
」
之
字
を
も
相
用
申
候
。
是
ハ
厭
暑
好
寒
之
旧

態
よ
り
存
付
申
候
。

と
し
て
、
別
号
の
由
来
を
「
井
卦
九
三
之
辞
」
で
あ
る
と
し
、
俗

通
の
た
め
に
「
雪
」
の
字
も
用
い
て
、
そ
の
理
由
も
「
厭
暑
好
寒

之
旧
態
よ
り
存
付
申
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
竹
山
自
身
が
そ
う
し

た
事
情
を
明
言
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
貴
重
で
あ
る
。

竹
山
が
「
渫
翁
」
を
用
い
た
事
例
は
、
寛
政
九
年
正
月
十
六
日
、

懐
徳
堂
開
講
に
当
り
、師
弟
宴
を
開
い
て
書
画
を
競
い
作
っ
た
時
、

京
都
の
儒
者
渋
井
子
要
が
同
伴
の
画
家
中
井
藍
江
に
描
か
せ
た
坐

像
の
大
幅
で
、
そ
の
図
上
に
、

皐
比
坐
断
、
四
十
余
年
、
浅
陋
之
学
、
豈
究
天
人
、
微
力
閑

道
、
襄
斥
異
言
、
愚
者
一
得
、
竢
聖
不
愆
。
渫
翁
題

と
、
自
賛
し
た
の
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る）

15
（

。
そ
れ
に
次
ぐ
早
い
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用
例
が
、
書
簡
執
筆
の
寛
政
九
年
十
二
月
二
日
で
あ
る
と
現
段
階

で
は
言
え
る
。
た
だ
し
、
一
年
近
く
間
が
空
い
て
お
り
、
こ
の
空

白
を
埋
め
る
用
例
が
、今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、筆
者
が
確
認
で
き
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
考
察
し
た
が
、

ま
だ
な
お
不
明
点
は
残
る
。
書
簡
中
の
「
当
夏
ハ
彼
考
課
之
一
件

有
之
由
に
承
り
…
…
」
の
件
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
見
識
者
の
御
意
見
、
御
教
示
に
委
ね
た
い
。
ま
た
、
翻
刻
と

影
印
を
付
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
の
目
に

触
れ
、
諸
々
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

注（
１
） 

湯
浅
邦
弘
「
懐
徳
堂
研
究
の
歴
史
」（
同
氏
編
『
懐
徳
堂
研
究
』
汲
古

書
院
、
二
〇
〇
七
年
。

（
２
） 

西
村
時
彦
『
懐
徳
堂
考
』
大
正
十
四
年
ほ
か
多
数
。

（
３
） 

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
４
） 

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
５
） 

加
地
伸
行
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
。

（
６
） 

図
版
はw

eb

懐
徳
堂
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。「
読
聖
賢
書
」「
立
修
斉
志
」「
存
忠
孝
心
」「
行
仁
義
事
」（
聖
賢
の

書
を
読
み
、
修
斉
の
志
を
立
て
、
忠
孝
の
心
を
存
し
、
仁
義
の
事
を
行

う
、
の
意
）。 

http://kaitokudo.jp/K
aitokudo1_cgi-bin/D

ataD
isplay.

exe?StyleSheet=Bunko&
D
ocID

=117

（
７
） 

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
８
） 

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
９
） 

加
地
伸
行
ほ
か
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
〇

年
。

（
10
） 『
国
書
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。

（
11
） 

西
村
時
彦
『
懐
徳
堂
考
』
大
正
十
四
年
ほ
か
多
数
。

（
12
） 

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
13
） 

湯
浅
邦
弘
編
著
『
懐
徳
堂
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

（
14
） 『
易
経　

下
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
。

（
15
） 

幸
田
成
友
「
楽
翁
公
と
中
井
竹
山
」、『
幸
田
成
友
著
作
集
第
五
巻
』
中

央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
、
よ
り
引
用
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
十
日
早
稲
田
大
学
文
学
部
で
開
催

さ
れ
た
「
手
紙
の
会
」（
早
稲
田
大
学
文
学
部
池
澤
一
郎
研
究
室

内
）
に
お
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
基
づ
い
て
作
成

し
た
。
手
紙
の
会
に
参
加
さ
れ
た
諸
先
生
方
諸
先
輩
か
ら
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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〈
附
録
〉��

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵

「
中
井
竹
山
書
簡　

尾
藤
二
洲
宛
」翻
刻

【
解
題
】

（
請
求
記
号
）  

チ06 03890 0046

（「
南
大
曹
旧
蔵
名
家
書
翰
集
」

の
う
ち
）

（
形
態
）
巻
子
装
、
一
巻
。
木
箱
入
り
。

（
表
紙
）
鶯
色
に
金
色
唐
草
模
様
緞
子

（
題
簽
）
一
二
・
七
糎
×
一
・
九
に
「
中
井
竹
山
手
簡
」
と
墨
書

（
紙
高
）
一
五
・
七
糎

（
朱
印
）  「
昭
和
〈
二
六
〉
年
〈
六
〉
月
〈
二
七
〉
日
購
求
」、「
早

稲
田
文
庫
」

（
字
高
）
一
四
・
五
～
一
五
・
〇
糎

【
翻
刻
】

当
春
以
来
扨
々
御
遠
々
敷
打
過

大
に
背
本
意
候
今
程
感
寒

今
年
ハ
上
国
以
外
之
沍
寒
に
て

家
川
凍
合
舟
行
も
一
旦
ハ

留
り
候
程
之
義
三
十
年
来
之
事
と

申
候
儀
御
座
候
成
程
拙
夫
壮
歳
之

比
ヶ
様
之
事
一
度
有
之
に
覚
え
申
候

御
地
は
如
何
御
座
候
哉
簪
笏

益
御
清
勝
可
被
成
御
座
欣

慰
之
至
奉
存
候
老
夫
無
異
事

眠
喰
仕
候
御
安
意
可
被
下
候
家
弟

当
春
一
朝
中
症
之
気
味
卒
発

大
に
驚
候
へ
と
も
半
時
計
り
に
て
収
復

其
後
気
力
平
常
通
り
罷
有

大
慶
安
心
仕
候
此
節
至
而
旺
壮
ニ

罷
有
是
又
御
安
意
可
被
下
候
当
夏
ハ

彼
考
課
之
一
件
有
之
由
に
承
り

夫
故
春
中
ハ
甚
御
取
込
被
成
候
と
の
趣

以
前
に
承
知
仕
候
へ
と
も
其
後
は
一
向

寥
々
乎
外
人
之
噂
も
不
承
候
如
何

有
之
候
し
や
定
而
盛
事
人
材
も

追
々
輩
出
と
奉
察
候
略
々
伝
承

仕
度
候
古
賀
君
東
帰
以
後
音

便
寥
々
是
よ
り
無
音
に
打
過
申
候

御
務
方
ハ
如
何
様
義
に
や
定
而

御
同
寮
御
同
務
之
御
事
と

遠
察
仕
候
御
序
可
然
御
致
意

可
被
下
奉
頼
候
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一　

学
堂
新
営
も
公
恩
并
に

諸
友
之
助
を
以
追
々
取
立
去
年

夏
中
大
成
之
段
ハ
先
達
而
も
申
上
候

事
に
て
乍
去
方
々
仕
残
之
事

多
く
春
来
も
段
々
補
修
致
し

当
初
秋
迄
相
懸
り
漸
々
無
残
所

円
備
を
得
申
候
園
庭
に
て
も
相
応
之

取
膳
草
木
花
卉
等
葱
蘢

輝
映
し
災
後
之
无
聊
を
初
而

相
忘
れ
安
心
大
慶
之
義
御
座
候

少
々
文
雅
之
趣
向
も
有
之
懸
御
目

申
度
候
勝
日
相
邀
命
一
酌
之
様
之

事
出
来
候
ハ
ヽ
生
涯
之
楽
事
可
有
之

候
得
共
河
川
千
里
傾
企
の
ミ
に
打

過
失
本
意
義
に
御
座
候

一　

朱
子
之
大
筆
読
聖
賢
書
を

よ
り
四
行
十
六
字
之
墨
本

御
覧
被
成
候
事
有
之
哉
往
年
如
何
様

四
五
十
年
も
以
前
ち
よ
と
一
瞥
之
事

覚
居
申
候
当
年
堀
田
豊
前
侯
よ
り

右
之
双
鉤
を
伝
得
申
候
筆
法

乍
例
別
而
傑
出
之
義
珍
賞
不
少

依
之
学
校
蔵
板
に
致
候
而

先
比
出
来
立
申
候
故
早
々
講
堂
に

掲
示
仕
り
大
に
光
輝
を
生
し
申
候

是
は
定
而　

聖
堂
御
蔵
本
も

可
有
之
奉
存
候
御
覧
被
成
候
事
御
座
候
哉

承
度
候
万
一
御
所
蔵
無
之
候
ハ
ヽ

一
本
献
上
仕
度
候
御
序
祭
酒
公
へ

御
噂
可
被
下
候
も
し
老
兄
御
望

に
も
思
召
義
に
て
も
候
ハ
ヽ
是
又
呈
可
申
候

何
分
寒
天
短
日
打
切
一
向
に
は
か

と
り
不
申
候
追
々
窮
隠
故
先
々
此
事
も

相
止
め
罷
有
候
遅
日
に
も
及
申
候
ハ
ヽ

随
分
打
造
可
仕
候

一　

拙
夫
義
馬
齢
追
々
増
積

格
別
之
老
衰
も
覚
不
申
候
得
共

御
案
内
通
軟
脚
表
務
義

難
渋
今
年
官
命
被
仰
付
候

御
城
入
之
義
な
と
甚
困
窮
仕
候
故

当
秋
退
隠
之
義
申
立
長
男
へ

家
督
相
続
為
仕
官
辺
之

伺
も
首当

十
月
中
旬

尾
能
相
済
御
城
入

御
差
免
し
之
事
に
て
相
済
候　

　申
候
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安
喜
之
段
御
察
可
被
下
候
尤
学
舎

再
興
被
仰
付
間
も
無
之
退
身
之
義
ハ

如
何
敷
様
に
も
候
へ
と
も
気
力
に
於
而
ハ
曽
而

是
迄
に
不
相
変
候
へ
ハ
校
中
教

授
之
義
ハ
是
迄
之
通
り
無
間
断

相
務
講
習
不
怠
候
故
学
校
之

職
分
に
於
而
ハ
相
替
り
義
も
無
之
候

是
等
義　

公
聴
に
達
し
置
随
分

首
尾
能
退
休
を
得
申
候
間
万
々

御
安
意
可
被
下
候
名
元
も
井
卦

九
三
之
辞
に
よ
り
相
改
申
候
又

俗
通
之
為
に
折
々
雪
之
字
を
も

相
用
申
候
是
ハ
厭
暑
好
寒
之

旧
態
よ
り
存
付
申
候
餘
事
尚

期
後
便
候
先
々
餘
り
之
御
無
沙
汰

故
時
下
御
見
廻
方
如
此
御
座
候
也

恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
井
渫
翁

　
　

十
二
月
二
日　
　
　
　

積
善

　

尾
藤
良
輔
様

寛政九年の中井竹山 ― 神田裕子

75



懐徳堂研究　第 8 号　平成 29 年 2 月 28 日

76



寛政九年の中井竹山 ― 神田裕子

77



懐徳堂研究　第 8 号　平成 29 年 2 月 28 日

78



寛政九年の中井竹山 ― 神田裕子

79


